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『

梁
塵
秘

抄
』

牛
頭
栴
檀
香
の

今
様
（

二

〇
二
）

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

鈴
　
　
木

　
　
佐
　
　
内

　
〈

論
文

要
旨
〉

　
　

『

梁
塵
秘

抄
』

雑
法
文
歌

、

二

〇

二

番
の
一

首
は、

「

牛
頭
栴
檀
」

の

効
用
に

つ

い

て、

「

生
死
（
原
・
精
進
）

の

罪
さ
う
と
け

ぬ

べ

し
」

　
と

い

う。

こ

の

典
拠
を
塗
香
の

効
用
と
い

う
方
面
か

ら

『

大
毘
廬
遮
那
成
仏

経
疏
』

に

求
め
た
。

ま
た、

「

精
進
の

罪
さ

う
」

の

語
句
に

つ

い

て、

「

生

身

　
の

罪
障
」

説、

「

生
死

の

罪
障
」

説
の

二

つ

が

あ
る
が、

こ

れ
も
『

大
毘
廬
遮

那
成
仏
経
疏
』 、

『

行
法
肝
葉

鈔
』

な
ど
の

語
句
を

検
し、

「

生

死
」

説
が

適

　
当
で

あ
る
こ

と

を
述
べ

た
。

　
　

『

梁
塵
秘
抄
』

雑
法

文

歌、

二

〇
二

番
の

ま
れ
い

さ
ん
に

お
ふ

と

い

う
　
五
つ

や
せ

ん

た

ん

得
て

し
か

な

　
て

に

と

り
み

に

ふ

れ
か

を
か

け

は

　
精
進
の

罪
さ

う
と

け
ぬ
へ

し

摩
犂
山

　

生

　

　

牛
頭

栴

檀

　

　

　

手

　

身

　

香

　

　

生

死
（

生

身
）

障

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

（

右、

竹
柏
園
旧

蔵
本
［

天
理
図
書
館
蔵
］

の

表
記
）

の
一

首
は、

言
う
と

こ

ろ

平
易
で

あ
る
が
、

後
半
の

依
拠
及
び

「

精
進
」

（

「

精
進
」

は

不
適、

「

生
死
」

「

生

身
」

二

説
が

あ

る
。

）

の

語
の

適
否
を
め

ぐ
っ

て

の

論
が

あ
る

。

い

ま、

こ

れ
に
つ

い

て
、

諸
説
を
検
討
し
、

私
案
を

提
出
し
た
い

。

ま
ず、

前
半
を

確
認

す

る

こ

と
か

ら

出

発

す
る
こ

と

に

す
る

。

「

牛
頭

や
栴
檀
」

は
「

牛
頭

栴
檀
」

で

あ
る

。

牛
頭
は
『

法

華
経
鷲
林
拾

葉
鈔
』

が
「

摩
黎
山

．

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
 

形

似
二

牛
頭
鴫

故．宀

如
レ

此
説

ク

也
」

と
一

説

を
紹

介
し
て

い

る
。

こ

れ

に

よ
れ

ば
、

栴
檀
の

産
地
の

山

名
を
冠
し

た

香
名
と
い

う

こ

と
に

な
る

。

「

や
」

は
、

歌
謡
に

は

多
用
さ

れ

る

間
投
助

詞
で

あ
る

。

複
合
名
詞
で

は
、

語
と

語
と

の

中
間
に

挿
入

さ

れ

る
こ

と

が

あ
る

。

秘
抄
歌
謡
を
例
に

と

れ
ば

、

「

娑
羅
林
樹
」

に
つ

い

て

は

「

娑
羅
や

林
樹
」

（

一

九

＝
、

「

摩
訶
迦

葉
」

に

つ

い

て

は

「

摩
訶

や
迦
葉
」

（

二

七

八
）

な
ど
の

類
で

あ
り、

整
調
の

役
割
を
担
っ

て

い

る
。

従
っ

て

こ

れ
は

「

牛
頭
栴
檀
」

と
い

う
に

等
し
い

。

一 119一

N 工工
一Electronlc 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

CH 工 SAN −KANGAKU −KA 工

智山学報第四十五輯　平成八 年三 月

　
『

倭
名
類
聚
抄
』

「

栴
檀

・

紫
檀

・

白
檀
」

の

項
目
は

「

栴
檀
　
唐
韻
云

栴
檀
　

難
嵜
鵬

　
香
木
也

　
内
典
云
赤
者
謂
之

牛

頭
栴
檀
　
紫

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

檀

　
内
典
云

栴
檀
黒
者
謂
之
紫
檀
兼
名
苑
云
一

名

紫
栴
　
白
檀
　
内
典
云

栴
檀
臼

者
謂
之
白

檀
」

と

言

う
。

牛
頭

栴
檀
は、

栴
檀
に

三

種
あ
る

内
の
一

種、

赤
色
を

帯
び

た

栴
檀
の

呼

称
で

あ
る

。

　
今

様
の

「

ま

れ
い

山

に

生
ふ

と
い

ふ

　
牛
頭
や

栴
檀
」

に

は

依
拠
が

あ
っ

て
、

後
述
す
る

が
『

大
方
広

仏
華
厳

経
』

（

「

八

十

華
厳
」

）

入

法

界
品
の
一

節
「

摩
羅
耶
山

。

出
栴
檀
香

。

名
日
牛
頭

。

」

（

巻
第
六

十
七

　
入

法
界
品

第
三

十
九
之
八
）

が

あ
げ
ら

れ

て
い

る
。

こ

れ
は

『

法
苑
珠
林
』

に

も
「

華
厳

経
云
」

と

し

て
、

「

六

十

華
厳
」

の

文
「

又

牛
頭
栴
檀
香
従
離
垢
山

生
。

」

（

巻
第
三

十
六

　
華
香

篇
第
三
十
三
）

を
引
い

て

い

る
 

こ

の

こ

と

は
『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』

に

も
「

一

栴
檀

ノ

事
天

竺
ニ

ハ

摩
黎
仙

ト

云
フ

山

有
四

之
彼

ノ

山
ノ

四

面
二

大
海
囲
遶

シ，
ア

不
レ

及
二

船
筏
「

故
二

至
⊃

彼
山．〜

入

無
け

之
又

栴
檀

ノ

樹
ノ

下
二

各
有
コ

大
蛇
一

守
二

護
ス

彼
ノ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

木
ヨ

故
二

可
時

取
レ

之
．

様
無
レ

之
是

即
閻

浮
最
勝

ノ

重

宝
ナ
ル

故
二

出
二

彼
山，〜

余

所
二

栴
檀

ノ

木
生

ル

事
無
レ

之
」

と

あ
る

か

ら
、

坊
間、

一

般
知

識
人
の

間
で

は

周
知

の

こ

と

で

あ
っ

た

と
い

え
る

。

「

が

な
」

は

自
己

の

願
望

を

あ
ら

わ

す
終

助

詞
で

あ
っ

て
、

従
っ

て
、

「

摩
犂
山
に

生

育
す
る

と
い

う
牛
頭
栴
檀
を
手
に

入

れ
た
い

も
の

だ
。

」

と
い

う
こ

と

に

な
る

。

後
半
は
、

そ
の

牛
頭

栴
檀
を
手
に

入

れ
た
い

理

由
を
の

べ

る

の

で

あ
っ

て
、

そ

れ

は
、

牛
頭

栴
檀
を

「

手
に

取
り

　
身
に

触
れ

　
香
を
か

ぐ
」

こ

と

に

よ

っ

て

「

生

死
（

乃
至

生

身）

の

罪
障
」

が

消
滅

す
る

か

ら

だ

と
い

う
の

で

あ
る

。

牛
頭
栴
檀
に

は

「

生

死
（

乃
至

生

身）

の

罪
障
」

を
消
滅
さ

せ

る

効
能

が

あ

る

と
い

う
こ

と

な
の

で

あ
る

。

　
さ

て
、

一

首
の

問
題

は

牛
頭

栴
檀
の

効
用

を
説

く
そ
の

後
半
に

あ
る
。

供
香
と

し

て

用
い

ら

れ

る

香
の

効
能
と

も
な
れ

ば
、

経
乃

至

経
疏
に

説
か

れ

る

と
こ

ろ

に

よ
っ

て

は

じ
め

て

信
用
さ

れ

る

の

で

あ
っ

て
、

そ
れ
ゆ

え
に
、

こ

の

効
用
の

典
拠
を
経
乃
至

経
疏
に

求
め

る
の

は

当
然
の

こ

と

で

あ

る
。

そ
こ

で、

後
半
に

依
拠
は

あ
る

の

だ

ろ
う
か

。

　
「

牛
頭

栴
檀
」

の

効
能
に

つ

い

て

は
、

既

に
、

岩
波

「

日

本
古
典
文
学
大
系
」

補
注
は
「

南
天
竺
の

摩
犂
山
11
摩
羅
耶
（

マ

ラ
ヤ
）

山
は

峰
状
に

よ
っ

て

牛
頭
山
と
い

い
、

栴
檀
を

特
産
と

す
る
こ

と
は
、

智
度
論

・

正
法
念
経
・

観
仏
三

昧
経
・

名
義
集
．

西

域

記
．
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慧
苑
音
義
な
と
に

見
え

、

正

法

念
経
六

十
九
な

ど

に

は
『

若
諸
天
衆

与
二

阿
修
羅一

共

闘
戦
時

。

為
レ

刀
所
レ

傷
。

以
二

此
牛
頭

栴

檀
一

。

塗
レ

之
即

愈
』

。

」

と

し
、

多

く
の

依
拠
を

あ
げ
て
い

る
。

ま

た

『

大
方
広
仏
華
厳
経
』

（

「

八

十
華
厳
」

）

に

は

「

善
男
子

。

摩

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

羅
耶
山

。

出
栴
檀
香

。

名
日
牛
頭

。

若
以

塗
身

。

設
入

火
坑

。

火
不
能
焼

。

」

（

巻
第
六

十
七

　
入

法
界
品

第
三

十
九
之
八
）

と

説
か

れ

て

い

る
。

ち

な
み

に
、

「

六

十
華
厳
」

に

は
「

善
男
子

。

復
有
香

。

名
牛
頭
栴

檀
。

従
離
垢
山

王

生
。

若

以

塗

身
火
不
能
焼

。

」

（

巻

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
 

第
五

十

　
入

法
界
品

第
三

十
四
之
七
）

と
同
意
の

こ

と

が

記
さ

れ
て

い

る
。

後
者
の

離

垢
山
は

摩
羅
耶

山
の

こ

と

で

あ

る
。

同
経

の

こ

の

箇
所
は

、

一

つ

に

は
、

牛
頭
栴
檀
が

摩
羅
耶
山

に

産
す
る

も
の

で

あ
る
こ

と
、

従
っ

て

「

摩
犂
山
に

生
ふ

と
い

ふ

　
牛
頭
や

栴

檀
」

と
い

う
と

こ

ろ

の
、

依
拠
と

も
な
る
の

で

あ
る
が、

そ
の

効
用

は
「

若
以
塗
身。

設
入

火
坑

。

火
不
能
焼

。

」

で

あ
る
の

で
「

香

を
か

げ
ば

　
生

死
の

罪
障

　
解
け
ぬ

べ

し
」

の

手
掛
か

り

は

与
え
ら

れ

な
い

。

　

『

梁
塵
秘
抄

考
』

は
「

観
仏
三

昧
海
経
」

の

六

譬
品
の
「

譬
如
下

伊
蘭
與
二

栴
檀
一

生
中

末
利

山
上

、

牛
頭

栴
檀
生

二

伊

蘭
叢

中
冖

、

未
レ

及
二

長

大一

在
二

地
下一

時、

芽
莖
枝
葉
如
二

閻
浮
提
竹

筍一
、

衆
人

不
レ

知、

言、

此
山

中
純
是
伊
蘭
無
レ

有
二

栴
檀一
、

而
伊
蘭

臭
、

臭
若
三

腱
屍
薫
二

四

十

由
旬
一

、

其
華
紅
色、

甚
可
二

愛
樂一
、

若
有一
一

食
者一

、

発
狂
而
死

、

牛
頭
栴
檀
雖
レ

生
二

此
林一
、

未
二

成
就
一

故、

不
レ

能
レ

発
香、

仲
秋
月
満
卒、

従
レ

地

出
成
二

栴
檀
樹一
、

衆
人

皆
聞
二

牛
頭
栴
檀
上

妙

香一

、

永

無
二

伊
蘭
臭

悪
之
気
一

、

仏

告
二

父
王一

、

念
仏
之
心

亦
復
如
レ

是、

以
二

是
心
二

故
、

能
得
二

三

種
菩
提
根
一
」

を

引
き、

「

生

死

迷
妄
の

衆
生
が

有
す
る

罪

障
は

限

り

も
な
い

け

れ
ど
も

、

牛
頭

栴
檀
に

比
せ

ら

れ

て

ゐ

る

心

真
如
の

熏
習
を
も
っ

て
こ

れ
に

対
治

す
る
な
ら

ば
、

伊
蘭
の

悪
臭
が

消
え

失
せ

る
が

如
く
に、

そ
れ
ち
の

罪
障
も
消
え
る
こ

と

で

あ
る

、

と
の

意
味
に

解
す
る
こ

と
が

で

き
よ

う
。

」

と

し
、

ま

た
「

な
ほ
『

手
に

執
り

身
に

触
れ

香
を
か

げ
ば
』

と
い

ふ

所
が
、

き
は
め

て

事
実
に

即
し

た
い

ひ

方
で

あ
る
の

で
、

こ

れ
を

譬
喩
で

な
く
解
す
る

こ

と

も
無
理

と

は
い

は

れ

な
い

。

密
教
の

方
で

香
身
の

契
と
い

ふ

も
の

が

あ

り、

金
剛
頂

蓮
華
部

心

念
誦
儀

軌
や

仏
母
大
孔
雀
明

王

経
巻
下
に

見
え

て
い

る
。

後
者
に

よ
る
と

『

所
レ

有
罪
業、

並
消
除
』

と

あ

る

の

で
、

こ

の

方
に

も
と

ら

れ
る

が、
」

と

し

て

二

説
を
あ
げ
て
い

る
が
、

「

前
解
の

方
が

穏
や
か

で

あ

る

か

と

思
ふ

。

」

と

し
て
、

「

観
仏
三

昧
海
経
」

の
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譬
喩
説
の

方
を
と
っ

て
い

る
。

　
ま
た
、

「

新
潮
日

本
古
典
集
成
」

は
「

牛
頭

栴
檀
は

芳
香
が

あ
り

、

久
し
く

朽
ち

な
い

の

で
、

仏
像
の

材
と

な

り、

医
薬、

香
水
の

料
に

も
供
せ

ら
れ
る

が
、

罪
障
消

滅
の

効

能
は

な
い
。

香
気
の

快
さ

を
強

調
し

た

表
現
」

（

『

梁
塵
秘
抄
』

榎
　
克
朗
頭
注
）

と

い

い
、

こ

の

点
を

問
題
と

し

て

と

り

あ

げ
、

「

香
気
の

快
さ
を
強

調
し

た

表
現
」

と

さ
れ
た

。

ま
た
、

「

新
日

本
古
典

文
学
大
系
」

は
、

罪

障

の

注
に

「

往

生
の

障
碍
と

な

る

罪
業

。

牛
頭
栴
檀
と

直
接
の

関
係
は

な
い

が
、

遥

か

南
海
の

地
へ

の

宗
教
的

憧
憬
が

に

じ
み

出

て
い

る
。

」

と

す
る

か

ら
、

い

ず
れ

に

し

て

も
、

現
段
階
で

は
、

今
様
後
半
に

適

当

す
る

依
拠
と

し
て

十

分
と

認
め

ら

れ
る
も
の

は

見

出

さ

れ
て

い

な
い

と
い

う
こ

と

に

な

ろ

う
。

　
と

こ

ろ

で、

先
に

引
用
し

た
「

八

十

華
厳
」

（
「

六

十
華
厳
」

）

に

よ
れ

ば
、

そ
の

効
用
は

「

若
以

塗

身
。

設

入

火
坑

。

火
不
能

焼
。

」

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

若

以

塗

身
。

火
不
能
焼

。

）

で

あ
っ

た
。

こ

れ

は
『

法
苑
珠
林
』

な
ど

に

も

ひ

か

れ
て

い

る
か

ら、

効

用
と

し

て

は

よ
く
知

ら

れ

て

い

た

は

ず
で

あ
る

。

こ

の

限
り
で

は

「

手
に

と

り

　
身
に

触

れ

　
香
を
か

げ

ば

　
生

身
の

罪
障

　
解
け

ぬ
べ

し
」

と
い

う
今
様
に

い

う
効
能
は

満
足

さ
せ

ら
れ

な
い

。

し

か

し
、

先
に

取
り
上

げ
た

「

八

十
華
厳
」

の
一

節
に
、

今
少

し

細

か

な

注
意
を

す
る

な

ら

ば
、

「

手

に

取

り

　
身
に

触
れ
」

の

箇
所
に

つ

い

て
、

あ
る

手
掛
か

り
が

与
え

ら

れ

る
。

「

八

十

華
厳
」

で

は
、

象
蔵、

牛
頭

、

無
能

勝
、

蓮

華
蔵、

阿

廬

那、

海
蔵、

浄
荘
厳、

浄
蔵、

先
陀
婆、

奪
意
の

十
種
の

香
名
を
あ
げ
て

そ
の

用
方
と

効
用
と

を

次
の

よ
う
に

説
く

。

　
　
　

善
男

子
。

人
間
有
香

。

名
日
象
蔵

。

因
龍
闘
生

。

若
焼
一

丸
。

即
起
大
香
雲

。

弥
覆
王
都

。

於
七

日

中
。

雨

細
香
雨

。

若
著

　
　

身
者

。

身
則
金
色

。

若
著
衣
服

。

宮
殿

楼
閣

。

亦
皆
金
色

。

若
因
風

吹
。

入

宮
殿
中

。

衆
生

嗅
者

。

七
日

七

夜
。

歓
喜
充
満

。

　
　

身
心

快
楽

。

無
有
諸

病
。

不

相
侵
害

。

離
諸
憂
苦

。

不

驚
不

怖
。

不
乱
不
恚

。

慈
心

相
向

。

志
意
清
浄

。

我

知

是
己

。

而

為
説

　
　
法

。

令
其
決
定

。

発
阿

耨
多
羅
三

藐
三

菩
提
心

。

善
男
子

。

摩
羅
耶
山

。

出
栴
檀
香

。

名
日
牛
頭

。

若
以
塗

身
。

設
入

火
坑

。

　
　
火

不

能

焼
。

善
男
子

。

海
中
有
香

。

名
無
能
勝

。

若
以
塗
鼓
及
諸
螺
貝

。

其
声
発

時
。

一

切

敵
軍

。

皆
自
退

散
。

善
男
子

。

阿

　
　

那
婆

達
多
池
辺

。

出
沈
水
香

。

名
蓮
華
蔵

。

其
香
一

丸
。

如
麻
子
大

。

若
以
焼
之

。

香
気
普
閻
浮
提
界

。

衆
生

聞
者

。

離
一

切
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罪
、

戒
品

清
浄

。

善
男
子

。

雪
山

有
香

。

名
阿

廬
那

。

若
有

衆
生

。

嗅
此
香
者

。

其
心

決
定

。

離
諸
染
著

。

我
為
説
法

。

莫
不

　

　

皆
得
離
垢
三
昧

。

善
男
子

。

羅
殺
界
中
有
香

。

名
海
蔵

。

其
香
但

為
転
輪
王

用
。

若

焼
一

丸
。

而
以
薫
之

。

王
及
四
軍

。

皆

騰

　

　

虚
空

。

善
男
子

。

善
法
天

中
有

香
。

名
浄
荘
厳

。

若

焼
一

丸
。

而
以
薫
之

。

普
使
諸
天

。

心

念
於
仏

。

善
男
子

。

須

夜
摩
天
有

　

　

香
。

名
浄
蔵

。

若
焼
一

丸
。

而

以

薫
之

。

夜
摩
天

衆
。

莫
不
雲
衆
彼
天

王
所

。

而

共
聴

法
。

善
男

子
。

兜
率
天
中
有

香
。

名
先

　

　

陀
婆
。

於
一

生

所
繋
菩
薩
座
前

。

焼
其
一

丸
。

興

大

香

雲
。

遍
覆
法
界

。

普
雨
一

切

諸
供
養
具

。

供

養
一

切
諸
仏

菩

薩
。

善
男

　

　
子

。

善
変
化
天

有
香

。

名
日
奪
意

。

若
焼
一

丸
。

於

七

日

中
。

普
雨
一

切

諸

荘
厳
具

。

善
男
子

。

我

唯
知

此
調
和
香
法

。

如

諸

　

　
菩
薩

摩
訶

薩
。

遠
離
→

切

諸
悪
習
気

。

不
染
世
欲

。

永

断
煩
悩
衆
魔
羂
索

。

超
諸
有
趣

。

以
智
慧
香

。

而

自
荘
厳

。

於
諸
世
間

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

 

　

　
皆
無

染
著

。

」

「

八

十

華
厳
（

巻
第
六

十
七

　
入

法
界
品

第
三
十
九
之
八
）

　
こ

こ

で

は、

象
蔵、

蓮

華
蔵、

海
蔵

、

浄
荘
厳、

浄
蔵、

先
陀

婆
、

奪
意
な
ど

の

香
に

は
、

そ

の

用
法
を
し
る
し

て

「

一

丸
を
焼

か

ば
」

と

あ
り、

阿
廬
那
に

は

「

嗅
ぐ

」

と

あ
り、

無
能
勝
に

は
「

鼓
及
諸
螺
貝
に

塗
ら

ば
」

と

あ

り、

牛
頭
栴
檀
香
に

つ

い

て

は

「

身
に

塗
ら

ば
」

と

あ
る

。

つ

ま

り

香
に

、

塗
る

香
（

塗
香）

と
、

嗅
ぐ
香
（

聞
香
）

と
、

焼
く

香
（

焼
香
）

と

が

あ

り、

牛

頭

栴

檀
は

身
に

塗
る

と
い

う
の

が

そ
の

主
た

る

用
途
で

あ
っ

た
こ

と

を
い

う
の

で

は

あ
る

ま
い

か
。

と

す
れ

ば
、

身
に

塗

る
の

で

あ
れ
ば

、

当

然
手
に

取
ら

な
け

れ

ば

な
ら

な
い

の

で

あ

る

か

ら
、

す
く
な

く
と

も
「

手
に

取

り

　
身
に

触
れ
」

と
い

う
箇
所
ま
で
は

『

大
方
広

仏

華
厳
経
』

の

い

う
と

こ

ろ
に

よ
っ

て

解
決
で

き
る
こ

と

に

な
ろ

う
。

ち
な
み

に、

「

八

十

華
厳
」

「

六

十

華
厳
」

「

四

十

華
厳
」

の

表

現

を

比
較
す
る
と

、

次
の

よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

　

　
「

八
十

華
厳
」

　

　

　
　

　

　

　
　

　

「

六

十
華
厳
」

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
「

四
十
華
厳
」

　
象
蔵

　
　
　
　
若
焼
一

丸

　
　
　
　
　
　
　
　

i
　
　
　
　
　

ー
　
　
　

　
　
　

龍
蔵
　
　
　
　
　
若
焼
一

丸

　
牛
頭

　
　

　
　
若
以
塗
身

　
　
　
　
　

牛
頭
栴
檀
　
　
　
若
以
塗
身

　

　

　
　
　

牛

頭

　

　

　

　
　
若
以

塗
身

　
無
能
勝

　
　
　
若

以

塗
鼓
及
諸
螺
貝

　
　
不

可

壊
　
　

　
　
若
以

塗
身
　

　
　
　

　
　
無
能

勝
　
　

　
　
若
以

塗

鼓

及

諸
螺
貝
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蓮
華

蔵

阿

廬
那

海
蔵

浄

荘
厳

浄

蔵
先
陀
婆

奪
意

若

以
焼

之

若
有
衆
生

嗅
此
香
者

若
焼
一

丸

若
焼
一

丸

若
焼
一

丸

焼
其
一

丸

若

焼
一

丸

蓮
華
黒

沈

水

明

相
海
蔵

清
浄

荘
厳

浄
蔵

先
陀
婆

転
意

若

焼
一

丸

若

有
衆
生

嗅
此
香
者

若
焼
一

丸

若
焼
一

丸

若
焼
一

丸

若
焼
一

丸

若

焼
一

丸

蓮

華
勝

旦ハ

足

名
明

相

海
蔵

香
性
荘
厳

浄
蔵
性

信
度
囀
羅

奪
意
性

若
焼
一

丸

嗅
此
香
者

若
焼
一

丸

若
焼
一

丸

若

焼
一

丸

若

焼
一

丸

若
焼
一

丸

　
こ

れ

を
見
る

と、

　

　

　

　

　

　

つ

を
欠
い

て

九
香
で

あ
る

。

香
名
に

二

三

異
同
が

あ
る
が
、

こ

れ

は

訳
語
の

相
違
で

同
一

の

香
あ
ろ
う

。

そ
の

用

法
を
説
く
と

こ

ろ

「

嗅
ぐ
」

と

「

闘
く

」

と

が

相
違
す
る
が
、

「

焼
く

」

「

塗
る
」

に

つ

い

て

は

異
同
が

な
い

。

こ

れ

は

同
｝

の

原
語
で

あ
っ

た

と

考
え
ら

れ
る

。

こ

の

こ

と

は
、

牛
頭
栴

檀
が
、

専
ら

塗
香
と

し
て

用
い

ら

れ
て
い

た

香
で

あ
っ

た

こ

と

の

証
と

な
ろ

う
。

『

大
智
度
論
篇

に

「

塗
香
觜

。

有
二

種
。

一

老
栴
櫨
木
等
摩
以
塗

身
。

二

者
種
種
雑
香
籀
以
為
末
以
塗
其
身

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

及
薫
讃
服

并
塗

地
璧

。

」

（

大
智
度
論
釈
初
品

中
善
根
供
養
義
第
四

十
六

　
巻
第
三

十
）

と

あ
る

こ

と

が

符
合

す
る

。

栴
擅
は
こ

の

塗

香
の

代
表
的

な

も
の

で

あ
っ

た

の

で

あ

る
。

そ
こ

で
、

こ

れ

は

牛
頭
栴
檀
の

「

塗
香
」

と

し
て

の

効
用

を
述
べ

た

も
の

と

解
す
る
こ

と

は

で

き
な
い

だ

ろ

う
か

。

と

す
れ

ば
、

塗
香
の

効
能
を
考
え
れ
ば

よ
い

の

で

あ
る

。

　

『

大
毘
廬

遮
那

成
仏
経

疏
』

に

は

塗
香
の

効
用
を
説
い

て

コ

塗
香
是
浄
義

。

如
世
間
塗
香

。

能
浄
垢
穢
息
除
熱
悩

。

今
行
者
以
等

虚
空

閼
伽
洗
滌
菩
提
心

中
百
六

十

種
戯
論
之

垢
。

以

住
無
為

戒
塗

之
。

生

死
熱

悩
除
滅

得
清
涼

性
。

故
日
塗
香

。

」

（

巻

第
八

　
入

曼

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

荼
羅
具
縁
品
第
二

之
余
）

と

あ
る

。

「

生

死
は

サ

ン

ス

ク

リ
ッ

ト
ω

9
ヨ
。゚

彎
餌

の

訳
で
「

輪
廻
」

と

も
訳
さ

れ

る

と
い

う
。

「

熱
悩
」

は

衆

生
の

身
を
焦
が

し

焼

く

煩
悩
の

意
味
で、

「

熱
」

は

「

悩
」

の

修
飾
語
と

し

て

付
さ

れ
た

も
の

で
、

「

生
死
の

罪

障
」

は

衆
生

を
生

死

輪
廻
の

世
界
に

繋
ぎ

と

め

る

煩
悩
の

意
と

と

る
こ

と

が

で

き

よ
う。

こ

の

意
味
で

、

『

阿

婆

囀
鈔
』

の

『

通

法
要
』

の

記
す
と
こ

ろ
に
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は

注
目
さ
れ
る

。

『

通
法
要
恥

の

「

五

供
事
」

は
『

大
毘
廬
遮
那

成
仏
経

疏
』

を
引
用
し

て
、

塗

香
、

花
、

、

焼
香

、

飲
食、

燈
明

の

五

供

養
物
を
供
養

す
る

意
義
を
説
く

。

い

わ

く、
「

大
日

疏
第
八

二

云
。

若
深
秘

釈
ハ

者
。

塗

香
是

レ

浄
ノ

義
。

如
二

世

間
塗
香
一

。

能

浄
二

垢
穢
一

。

息
二

除
熱

悩
｝

。

今
行
者
以
二

等
虚
空

嬲
伽一

洗・

滌
菩
提
心

中
百
六

十

種
戯
論
之

垢
酊

。

以
二

住
無
為
戒
一

塗
レ

之
。

生

死
熱
悩
除
滅

。

得
二

清
浄
涼
性

 

故

日
二

馨
一

噂
」

・
・

あ
る

・

畫
法
要
』

は

・

通
諸
尊
修
行

・

互
三

部
軌
則

・

故
名
通

法
」

と

説
明

が

付
さ

れ

て
い

る

か

ら、

天
台
の

諸
尊
の

行
法
に

共

通

す
る

基
本
的
な
所
作
に

つ

い

て

の

解
説
と

み

な
さ

れ

る
。

つ

い

で

な
が

ら
、

こ

こ

で

同
じ

く

は

東
密
の

方
で

の

行
法
作
法
集

『

行
法
肝

葉
鈔
』

を
見
る
こ

と

に

し

た
い

。

属

書
の

塗
香
に
つ

い

て

の

次
の
一

節
は
注
意
さ
れ
よ

う
。

即
ち

、

「

戒
塗
者

。

以
塗
香
為
戒
波
羅
蜜

。

塗

香
者

。

天
竺
法
極

熱
時
沈
檀
等
香
和
水
塗

身
。

能
除
熱

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

悩
。

五

戒
及
三

眛
耶
戒
香
除

煩
悩
罪
業
熱

悩
。

令
得
法

身
清
涼
楽

。

亦
復
如

是
。

故
塗
香
為
戒

。

」

云
々

と

あ
る

。

沈
水
や
栴
檀
を

も

っ

て

塗
香
と

し

て

絹
い
、

こ

れ
を

身
に

塗
れ

ば、

煩

悩
罪
業
熱
悩
が

除
か

れ
る
と

す
る
の

で

あ
る

。

　

さ
て

獄
上

に

よ
っ

て

「

手
に

と

り
身
に

触
れ

香
を
か

げ
ば

　
生

死

の

罪
障
と

け
ぬ
べ

し
」

の

依
拠
は

あ
っ

た

と
い

う
こ

と

に

な
ろ

う
。

即
ち、

こ

れ

は

牛
頭
栴
檀
香
の

塗
香
と
し
て

の

効
爆
を

説
い

た

も
の

で
、

『

大
毘
廬
遮
那
成
仏
経
疏
隔

巻

第
八

　
入

曼
茶
羅
具
縁

品
第
二

之

余
の
一

節
に

依
拠
す
る

も
の

と

考
え

た
い

。

『

通
法
要
』

『

行
法

肝
葉
鈔
』

な

ど
に

も
説
か

れ
て

い

る
こ

と

に

よ
っ

て
、

こ

の

依
拠
の

説
く
と
こ

ろ

は

相
当
に

知
ら

れ

る

と
こ

ろ

で

あ
っ

た

こ

と

を

確
認
し

た
い

。

　

と

こ

ろ
で

『

法
苑

珠
林
』

に

は

「

華
厳

経
云
」

と
し

て

「

若
有
衆
生
得

聞
此

香
。

七
日

七

夜
歓
喜
悦
楽

。

滅
一

切
病
無
有
横
枉

。

」

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ゆ

（

巻
第
三

十
六

華

香

篇
第
三

十
三
∀

と

あ
り、

香
の

効
用
を
説
く
。

し

か

し
一

方
で

「

要
用
最
経
云
」

と

し

て

「

鼻
嗅
香
者、

由

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

減

香
気

無
其
福
徳

。

正
報
堕
波
頭
摩
地
獄

。

未
来
世
鼻
根
無
香
味

。

」

（

華
香

篇
第
三

十
三
）

と
い

う
。

「

聞
く

」

と
「

嗅
ぐ

」

と

の

相

違
は
あ
る

も

の

の
、

嗅
覚
に

よ
っ

て

感
知

す
る
に

於
い

て

は

同

じ

で

あ
る

。

隔
廬
那
に

は

「

嗅
ぐ
」

と

「

闘
く

」

と
が

あ
っ

た
の

は

ど

の

よ

う
な
意

味
で

あ
ろ

う
か

。

訳
語
の

な
せ

る
こ

と

で

「

聞
く

」

の

意
で

あ
ろ

う
か

。

小
鼻
を
ひ

く
ひ

く
さ

せ

て

嗅
ぐ
の

は

宜
し

く

な
い

と
い

う
こ

と

で
、

自
然
に

香
を

感
じ

る
に

於
い

て

は

支
障
無
し
と
い

う
こ

と
に

な
ろ
う
か

。
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さ

て
、

後
半
に

は
い

ま
　

つ

の

問
題
が

あ
る

。

そ
れ

は
「

精
進
の

罪

障

　
解
け
ぬ

べ

し
」

の

「

精
進
」

の

語
を
巡
っ

て

の

問
題
で

あ
る

。

旧

竹

柏
園
本
で

は

こ

の

箇
所

「

精
進
」

と

な
っ

て
い

る
。

も
と

よ

り
こ

れ

は

誤
写

で

あ
る

。

こ

れ
に

つ

い

て

林
古
渓
は

門

梁

塵
秘
抄
の

法

華
の

歌
」

俄
心

の

花
」

昭
和
十
四

年
三

月
号

〉

で

「

生
死
の

罪
障
」

説
を
提
唱

さ
れ、

『

秘

抄

考
』

の

小
西
甚
一

氏
は
こ

れ

に

従
い

、

『

秘
抄
考
』

で

は

底
本
と

し

た
隧

竹

柏

園
本
に

傍
記
し

て
（

生

死
〉

と

し
て

い

る
．

ま

た
、

新
間
進
一

氏
も
林
古
渓
の

説

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
さ

う
ゆ

み

に

従
い

、

「

生

死
」

で

あ
っ

て

「

生
身
」

で

は

あ
る

ま
い

と

思

う
（

「

梁

塵

秘
抄

法
文
歌
選
釈
」

解

釈
と

鑑

賞
　
昭
和
十
六

年
七

月
号
）

と

さ

れ

る
。

こ

れ

に

対

し

「

生

身
」

説
の

提
唱

も
あ
る

。

『

梁

塵
秘
抄
評
釈
』

（

志
田

延

義
校
注
）

が

「

原
本

『

精
進
』

で

あ
る
が

之

は

『

生

身
』

の

誤
写
で

あ
ら

う
。

生
身
は、

父
母

所
生

身
の

意
で
、

父
母

よ

り

胎
生

せ

る

肉

身
を

言
ふ

。

凡
夫
の

身
で

あ
る

。

」

と

し
、

岩

波
「

日

本
古
典
文

学
大
系
」

も、

本
文

は

「

生

身
（

ル

ビ
・

さ

う

じ
ん

ご

と

し
、

補
注
に

「

本
『

精

進
』

。

生
身
は

、

仏
語

と

し

て

は
諸
仏

菩
薩
の

法
身
に

対
し

て

衆
生

済
度
の

た
め

に

化
身
す

る

肉

身、

そ
れ

も
結
局
父
母
所
生
の

肉

身
た

る
生

身
と

し
て

化

現

す
る
の

で
、

胎

生

の

肉
身
の

意
。

こ

の

歌
詞

で

は

生

死
と

す
る

説

（

林

氏
・

小

西
博
士
）

も
あ
る

。

」

と

す
る

。

「

新
日

本
占
典
文

学
大
系
」

も
「

生

身
」

と

し、

「

こ

こ

は

肉
身
の

意
」

と

す
る

。

　
「

精
進
の

罪
障
」

に

は

生

死

説
と

生

身
説
が

あ
る

の

だ

が

「

精
」

に

は

「

さ
う

」

「

し
ゃ

う
」

の

音
が

あ

り
、

「

生
」

に

も
「

さ

う
」

「

し
ゃ

う
」

の

音
が

あ
る

。

「

じ
」

は

発
撥
の

表
記

さ

れ

な
い

形
か

、

そ

れ
と

も、

も
と

も

と
「

じ
」

で

あ
る
の

か

分
か

ら

な
い

。

コ

じ
」

で

あ
る

と

す
れ

ば
「

死
」

の

連
濁
で

あ
る

。

こ

の

箇
所、

も
と

よ
り、

「

精
進
」

は

旧

竹
柏
隔
本
の

誤

写
で

あ

る
。

し

た

が
っ

て
、

仮

名

表

記
上

で

は

生

死
、

生

身
い

ず
れ
か

判

断
で

き
な
い

。

　

今
様
後
半
の

依

拠
『

大
毘
廬
遮

那
成
仏
経
疏
』

に

説
く
と

こ

ろ

「

生

死
熱
悩
除
滅
得
清
浄
涼
性
」

及
び、

『

通

法
要
』

『

行
法
肝

葉

鈔
恥

に

よ
れ
ば、

「

生
死
」

を
と

る
こ

と

が

帰
結
と

い

う

こ

と

に

な
る

。

私
は

「

生
死
」

説
に

従
い

た
い

。

『

秘

抄
』

に

は

「

法
華
の

御
法
ぞ

頼
も
し

き
　
生
死
の

海
は

深
け

れ
ど

　
諸
経
い

り

く
む

讐
ひ

に

て

　
つ

ひ

に

わ

れ

ら

も

浮
か

び

な
ん
」

（

一

九
九
）

に
「

生
死

の

海
」

の

罵

例
が

あ
る

。

生
死
は

姥
死
流
転
の

意、

海
は

世
器
の

甓
え

で

あ
り、

生

死

流
転
の

世

界
を
い

う
の

で

あ

る
。

生
死

流
転
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（

輪
廻
）

を

続
け

る

業
因
と

し

て
の

罪
障
を
生

死
の

罪

障
と

し
た

も
の

と

考
え
ら

れ
る

。

「

生

死
の
」

は

修
飾
語

句
で

あ
っ

て
、

「

生

死
の

罪
障
」

は

罪

障
そ
の

も
の

な
の

で

あ
る

。

　

有
賀
要
延
氏
の

『

香
と

仏

教
』

（

国
書
刊
行
会

　
平
成

2
）

は
、

内
典
や
外
典
に

み

え

る
、

供
香、

薫
香
に

つ

い

て

の

論
考
で
、

こ

こ

に

は
、

詳
細
な
香
に

つ

い

て

の

資
料
が

あ

げ

ら
れ

て
い

る
。

本
稿、

秘
抄
今
様
の

解

釈
は
、

氏
の

こ

の

書
に

導
か

れ

て

成
立
し

た

も
の

で
、

こ

こ

に

付
記
し

て
、

以
て

謝
意
を
表
し
た
い

。
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『

法

華
経
鷲
林
捨
葉
鈔
』

四

　
巻
十
九

　
分
別
功
徳
品

第
十
七

　
卜
五
　
牛
頭
栴
檀
事
　
永
井
義
憲
解
題

　
臨
川

書
店

「

元
和

古
活
字
本
」

木
類
第
二

百
四
十
八

　
巻
二

十
22
オ
　
22
ウ

　
『

和
名
類
聚
抄
（
古
写
本
　
声
点
本）

本
文
お

よ
び

索
引』

馬
渕

和
夫
　
風

間
書
房

　
所
収

大
正

蔵

第
五
十
三
巻

　
P
五

七
一

上

『

法
華
経
鷲
林

拾
葉
鈔
』

一
　

巻
四

　
序
品

第
一

之
四

　
三
　
栴
檀

香
風

事

大
正

蔵
第
十
巻
　
P
三
六
一

上

大
正

蔵
第
九
巻
　
P
七

＝
二

中

巻
第
三

十
六

　
香
華
篇
第
三

十
三

に

「

六
十
華
厳
」

の

文
を
引
く

。

大
正
蔵
第
五

十
三
巻

　
P
五

七
】

上

大
正
蔵

第
十
巻
　
P
三

六
一

上
・

中

大
正
蔵
第
二

十
五

巻
　
P
二

七
九
上

大
正
蔵
第
三
十
九

巻
　
P
六

五

九

下
〜

六

七

〇
L

大
日

本
仏

教
全

書
四

〇

『

阿
婆
囀
鈔
』

第
六

　
P
三
八

七

大
正

蔵
第
七
十
八

巻

　
P
八
七

九

中

大
正

蔵
第
五
十
三

巻

　
P
五⊥
ハ

九
上

大
正

蔵
第
五
十
三
巻

P
五
七
一

中

一


